


























【要約】

  これまで男性不妊症に関する個々の報告や一部の男性不妊を扱う専門病院のグループで

の調査はあるが,全国レベルでの調査は行われたことがなかった.そこでわれわれは先ず全

国の泌尿器科専門医のいる病院のうち泌尿器科指導医のいる病院を対象にアンケート方式

で男性不妊症の診療を自分の施設で行っているか.また診療していない場合,男性不妊症患

者をどのような病院及び診療科に紹介しているか調査(一次調査) した.次いで男性不妊症

の診療をしている施設での診療の実態を調査する前に男性不妊症の診療で中心的役割をし

ている全国の 10 大学病院を選び診療の実態を調査し,調査項目の適否も含めて検討し本格

的な全国調査への参考とすることにした(パイロットスタデイ).

  一次調査結果:先ず,調査表の回収率は 51.4%であった.次いで回答のあった病院のうち

自分の施設で男性不妊症の診療を行っているのは 52.9%で,自分の施設では男性不妊症の

診療を行っていない為,他院に患者を紹介していたのは 47.1%であった.

 先ず男性不妊症の診療を行っている病院の規模を病床数でみると,500 床以上が

35.4%,200 床以上でみると 89.3%で,ほとんどが中ないし大病院であることが判った.一方,

自分の施設で診療していない病院の規模はこれとは対照的に 500 床以下が 81.7%と中小規

模病院が多いことが判った.

  次に男性不妊症を扱つている病院の 1996 年一年間の泌尿器科外来新患総数に対する男

性不妊症患者の占める率は 1.53%,泌尿器科外来新患の内男性新患総数に対しては 2.38%を

占めていた.またこれら男性不妊症患者の 34.9%が直接泌尿器科を訪れており,同じ病院の

婦人科からの紹介は 30.2%,他の病院からの紹介のうち泌尿器科からは 12.9%,婦人科から

は 20.6%であった.一方,自分の施設で男性不妊症の診療をしていない病院ではどのような

病院へ紹介しているかをみると大学病院 73.4%,一般病院 21.9%,医院・クリニックが 4.7%

であり,さらにどの診療科ヘ紹介したかをみると,泌尿器科が 53.1%,不妊外来 14.4%,婦人

科 5.9%,不妊専門クリニック 4.1%となっており,最近種々話題になっている不妊専門クリ

ニツクへ

の紹介が意外と少ないことが判明した.

 パイロットスタデイ:男性不妊症の病因,診断法,治療法等についてわれわれが用意した各

質問項目に全国の男性不妊症の診療で中心的役割をはたしている 10 大学病院の泌尿器科

にアンケート方式で答えてもらって,これら項目が適当か,また追加すべき調査項目がない

か検討してもらった結果,2,3 の調査項目を追加するだけでおおむね問題がないことが判

明したので二次調査で利用できると考えている.


